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論文題目 移動船舶によるオフショア嵐況観測法に関する研究

審査結果 の 要 旨

地球温暖化などの環境問題やエネルギー問題の解決策のーっとして，風力発電への期待が高く，近

年では洋上空間の風力エネルギー資源を利用するための研究の必要性が高まっている．本研究では、

船舶およびブイを用いる洋上風況観測に共通した計測方法に関する基礎研究、およと朗－上における強

風域と弱風減の偏在を明らかにする予備的な実証試験を行い、以下の結果を得た．

計測方法の基礎研究に関しては，

(1 ）船舶上に配置した計測機器によって得た風速・風向データから船舶運動による成分を除去するた

めの変換式を用いて総合的に解析する f洋上風況観測システムJ を新たに考案・構築した．船舶

の運動によって生じた付加的な風速成分が大幅に取り除かれることにより，風速・風向として実

用上有用性の高いデータを取得できることを確認した．

（め小型船舶を使用した洋上停泊時の風速観測データを用いて，日射による熱的対澱見象であるヒー

トアイランド現象発生の有無を調べた．異体的には，観測データから大気安定度の指様であるバ

ルク・リチヤードソン数を求め，小型船舶においては，相対風速5m/s 程度以上の場合にヒート

アイランド現象が小さく より信頼性の高い観測データを得られる．

予備的実証試験に関しては，

（め広い海域における海面に治う風速・風向の測定を行い，洋上においても風速・風向は一様ではな

く睦風や海風などの影響によって局地的に異なることを定量的に観測しうることが解った．

これらの成果は、学術的先見性に富み、また，将来の洋上風力発電設備の適地を探索する有力な手

法の提案であることから工学的有用性にも優れ、博士（工学）の学位を授与するに値するものと判断

する


